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アミノ酸前駆体とアミノ酸によるホモキラルフィードバック機構（予察）：どうやって、右と左の対
称性を破り、増幅させるか？
Stereochemical feedback with “an achiral amino acid precursor” and “a chiral amino acid”:
Experimental verifications
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アミノ酸は、アミノ基（-NH2）とカルボキシル基（-COOH）を保有する有機分子である。タンパク性アミノ酸の
中心炭素のα-位には、水素（-H）がある。非タンパク性アミノ酸の中心炭素のα-位には、メチル基（-CH3）が
付加している分子種も存在する。炭素は、原子価が4であるから、α-位にアミノ基、カルボキシル基ともう一つ
R-基が付加することにより、分子構造の多様性が生まれる。α-位の炭素は、鏡像異性の中心になり、D-体と
L-体の光学異性アミノ酸が存在することになる。また、アミノ酸は、β-アラニンやγ-アミノ酪酸のような非タ
ンパク性の分子構造も存在することから、地球物質中だけでなく、地球外物質中の起源や物質進化のプロセス
研究においても常に注目される有機分子である。 
さて、コイントスを考えた場合、表と裏の出る確率は、50：50である。これを無限回繰り返したらどうだろう
か。やはり、「50.0：50.0」に収束する。ところが、生命が発生する以前の物質だけの世界（＝非生命圏）で
は、ある時から「51：49」のように分子の対称性が破られた。この左右の対称性の破れは、何に起因するの
か。炭素数2のグリシンを除くと、炭素数3のα-アラニンは、非生物的に生成するアミノ酸の中でもっとも存在
量の多いキラルアミノ酸（潜在的にはアラニン前駆体を含む：Takano et al., 2007）である。ここでは、右と
左の分子対称性（モレキュラーキラリティー）の視点から、アミノ酸前駆体とアミノ酸の水質相互作用による
ホモキラルフィードバック機構の実験的検証について、議論してみたい。本研究の一部は、文部科学省
（MEXT）の科学研究費補助金・新学術領域研究（No. 25108006）の助成によって行われた。 
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